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収
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財
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業
 

事
 

屋
 

質
 

益
 

公
 

ノ
、
 

警静父 7・452 陰驚及g 7・452 	 社会労働施設費 560 
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費
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費
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工

備
計
 

張
 

水
公
拡
予
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収
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才
．
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支
 
計
 

月
補
県
維
繰
市
 

（国民健康保険事業） 

（都 市 計 画 事 業） 

計 	 18・952 

（水、 道・ 事 業） 

才 	人 

使用料手数料 ~4784 
工 事 収 入 	3657 
雑 収 入 
繰 ，・入．．金 	400 

費
費

費
費
 

才
 務

債

事
備
 

一
事
公
工
予
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匠
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防

木
育
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循
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産
計
挙
債
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役
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支

会
健
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鵬
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消
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財

統
選
公
諸
予
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5
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支
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金
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収
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金
 
金
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入
 
債
 

附
収
 

巨 市 	‘ 	税 	~ 02853・500 

2・‘地 方 公一付 税 	65930・α〕（〕 

3・ 公営企業財産収入 

4・ 分． ’ 担 	金 	 441426 

5・ 使用料及手数料 	 l043! 500 

I0・ 市 	 債 	38000・000 
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才
 

L
ー
 

三
n
 

会
 

般
 

7、 

私
 

瓜
 

巾
 

塚
 

所
 

血． 年 5 月 25 日 3
3
 

昭和 （
竜
 

P
 

保
健
衛
生
費
に
つ
い
て
は
、
 ま
え
で
あ
る
関
係
上
、
若
干
の
部
分
が
一
般
会
計
か
ら
線
入
し
 

つ
r
て
ら
レ

ら
ピ
 

「
、予
方
主
寸
P
一
う
ナ
よ
、と
 

ー
 

・
ー
病
気
の
予
防
に
重
点を
お
き
、
事
業
縮
少
が
予算
面
に
表
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

．
、
，

、．
ー
 
】
 

一
k
戸
電
畦
湖
「
戸
汁
引
れ
n
 

、

一
）
 

こ
の
予
算

（
一
般
会計
）
は
一石
入
防
火
水
槽
三
基
の
建
設
を
た
o
そ
の
う
ち
わ
け
は
次
の
と
長
橋
中
用
地
費
 

一
o
万
円
わ
お
酢
糾
虞
m
川
勃
上
か
和
、
。
「
曹

働
単
で
胡
司
雄
本
伯
 

三
、
国
保
事
業
 
社
会
保
障
制

度
の
一
環
と
し
て
 
暗
」
叱
履
い
ゆ

喝
津
ゆ
排
 

去
る
三
月
に
開

か
1
1た
予
算
議
市
財
政
の
建
全
化
刻
勲
レ

畑
を
川
句
％
ー
ー
ー

i
ー
，

か
り
で
か
る
o

．
 

社
会
労
働
施
設
費
で
は
、
住
「
篠
耀
和
町
蜘
鶴
鼻
“

万
寡

一
般
飼
和
敏

算
熱
卿
 

保
険
柳
釦

m
塑
「
千
三
百
司
森
知
馴
割
か

相
年
四
ル
 
聯
糾
済
欧
、論

叫
浅
濃
 

『
」難
「
舞
鷺
篇
郵
恥
轡
鐘

“
報
認
濡些
麟
磐
鱗

難
＆
叶
龍
宅
“
難
警
彩
叱割
m
ソ謝
露
馴
引孝
慧

諭
象
秘
ー
ー語
鳶

鶏

臓
」
疑
』
菊
騒
翻

縫
》
灘
憲

」
 

か
川
”
「
叫
町
畔
郵
釦
ぐ
柳
い
万
町
の
波
輝
た

つ
た
o
 

‘
の
細
設
維
持
修
理
に
側
川
わ相
雑
m
釘
如
彩
 
勃
玖

α
加
町
 
ー
 
ー
 
ー
ー
 
ー
 
ー
 
ー
ー
 
ー
 

仕
剖
が
引
か
町
ら
れ
て
」
か
『
レ
か
叫
匂
か
か
の
該
細
粉
は
汝
 
け
は
け
戸
けm
推
謝
昭

m
 

述
べ
て
み
た
い
。
 

（
三
）
 

五
所
小

増
築
 
六
八
六
万円
 

1
叶ノ
 
ノ
．
 ニi
 
.
 

'
I
r
 

八
十
末
D
曽
奥
シ
弘
、
番
言
も
 
ト
八
F
ヌ
上
で
ョ
仁
り
ョ
曹
 
な
り
ま
す
。
 （
販売
で
き
ま
 

去
る
四
月
三
日
で
予算
議
会
し
ま
す
o
 

と
お
り
林
檎
舘
ま
で
 
軌

道
に
の
つ
て
き
た
o
 

を
有
す
る
も
の
 

せ
ん
）
 

終
了
を
み
ま
し
た
が
、
ご
承
知
 
一
 
都
市
計

画
 
③
敷
島

町
ふ
‘
み
切よ
り
下
平
 
今
年
度
は
断
層
写
真
機
、
心

ニ
、
年
金
の
額
 
一
、

豚
コ
レ
ラ
に
か
か
つ
た
豚

の
と
お
り
一
般会
計
予
算
は
一
 
都
市
計
画
街
路
関
係
で
は
次
 
井

町
三
叉
路
ま
で
 
電
図
、

全
身
麻
酔
器
を
購
入
、
 
参
千
六
百
円
 
の
一

滴
の
血
液
、
一
滴
の
尿

応
提
出
前
の
状
態
に
戻
り
ま
し
の
・
四
線
が
予
定さ
れ
て
い
る
。
 
④
布
屋
町
ロ
ー
タ
リ
1
よ
り
医
師
十
二
名
を
よ
う
し
て
、
診

三
申
請
手
続
き
 
は

数
百
万
頭
の
伝
染
カ
を
持
 

た
が
、
特
別
会
計
は
、議
決
に
 
①
新
町
、
元
町
の
交
点
か
ら
 

公
民
舘
ま
で
 

療
に
万
全
を
期
す
予
定
で
あ
る
 
骸
当
者
は
戸
籍
抄
本
お
よ
び
 
つ
て
い
ま
す
。
か
か
つ
た
ら
 

I
 

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
等
会
 
鎌
谷
に
至
る
道
路
 
以
上

の
工
事
費
合
計
は
、
二
千
 
・」

 
五
、
公
益
質
屋
 

印
鑑
持
参
の
上
市
役
所
厚
生
 
す
ぐ
市
役
所
へ
連
絡
し
て
く

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
等
会
 
鎌
谷
に
至
る
道
路
 
以
上

の
工
事
費
合
計
は
、
二
千
 
・」

 
五
、
公
益
質
屋
 

印
鑑
持
参
の
上
市
役
所
厚
生
 
す
ぐ
市
役
所
へ
連
絡
し
て
く
 

計
の
事
巣
に
つ
い
て
報
告
い
た
 
②
駅前
ょ
り
日
通
の
東
側
を
ニ
百
九
十
万
円
で
あ
る
。
 

公
益
質
屋
事
業
も
四
年
目
を
 
課
へ
手
続
き
の
こ
と
 

だ
さ
い
。
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住
宅
建
設
費
と
し
て
八
十
九
戸
と
し
て
二
百
四
十
万
円
が
計
上
成
さ
れ
た
の
で
、
今
年
度
に
お
 
各
会
計
別
の
才
入
才
出
予
算
 
豚

コ
レ

ラ
球
叱

式
n
 

n
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》
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【
ト
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・
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●
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》
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ー
 

三
千
四
百
八
＋
万
円
を
計
上
し
さ
れ
た
。
 

い
て
は
飯
詰
地
区
に
対
す
る
給
の
総
括
表
は
次
の
と
お
り
で
あ
 
ー
 

よ
矢
p
ーセ
 

》木
・
 
3

ビ
」ー
F

こ
 
一
 
”
一
 
，
一
『
ー
！
 

雲
」

ー
 
・
h

、

【
、

J
 

て
お
り
好
評
を
は
く
し
て
い
る
 
以
上
事
業
の
概
要
を
申
述
ぺ
水
工
事
の
み
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
単
位
千
円
。
 

灰
を
発
威
さ
せ
る
ほ
コ
レ
ラ
 

森
源
2
 
」
 
”
 
朋
 
男
 
帯
 

職
所

ー
 
長
 
社
一
 D
 
8
9
 3
 

あ
な
た
は
、
住
民
登
録
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、
今
す
ぐ
 

環
境
衛
生
に
九
十
万
円
が
計
上
 
飯
詰
綜
合
グ
ラ
ン
ド
の
建
設

破
H
 
柳
 
喰
 
舞
 

酌
 
廟
 
一
 
市
役
所
へ
届
山
下
さ
い
、
 

さ
れ
た
。

、
ー
ノ
 
映

n
叫
」
m
巨
有
ユ
什
坊
旧
市
 

訓
D
 
繍
 
」
 
，
 

《
 
世
 

一
、
転
居
届
 
（
当
市
内
で
、住
所
を
変
更
し
た
場
合
）
 

青
五
G
 
総
 
堕
 

1
 
沖
 

ー
 

一
、変
更
届
 
（
世帯
の
構
成
に
変
更
が
あ
つ
た
場
合
）
 

農
鰯
「
」
（
 
臓議
籍
職
（難
灘
馴
難
 

脚
つ
 
課
 
卿
 
明
 
「
 
鵬
 

市の人ロ 

総人口 48・799 

女 24・810 

こ
の
よ
う
な場
合
は
十
四
日
以
内
に
必
ら
ず
届
出
し
な
け
 

姉
H
 
瞬
 
肌
 

れ
 
弘
 
「
 
一
 

一
、
伝
入
届
 
へ
新
しく
当
市
と
住
所
を
定
め
た
場
合
）
 
（
四
）
 

水
道
の
施
設
費
に
五
十
万
円
を

一
、
転
入
届
 
（
新
しく
当
市
と
住
所
を
定
め
た
場
合
）
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I
柏
ム
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l
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一
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ユ
か
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賃
力

三
．

ブ
プ
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失
業
対
知
費と
いて
約
六
首万
た
次
第で
ある
が
、ま
え
に
い
る
の
みで
ある
『
 

は
慧
妃
叩袈
爵
ル
羅
 

》
 
ー
 
ノ
》
．

ニ
ニ
‘

ョ
1
 

，
‘
一
 
‘
 

円
と
な
つ
て
い
る
。
 

つ
た
ごと
く
、
健
全
化
が
た
て
【
与
噂
四
け
】
万
五
千
円
で
大
 
敬
老
年
金
制
度
に
 
加
ら
追
放
レま
せ
う
町1

 

失
業
対
策
費
と
し
て
約
六
百
万
た
次
第
で
あ
る
が
、
ま
え
に
い
る
の
み
で
あ
る
。
 

は
引
ん
な
の
力
で
五
記
 

円
と
な
つ
て
い
る
。
 

つ
た
ご
と
く
、
健
全
化
が
た
て
 
予
算
四
十
】
万
五
千
円
で
大
 

敬
老
年
金

制
度

に
 
川
ら

追
致
レ
ま
せ
う
‘
 

二
百
余
万
円
、
う
ち
農
業
振
興
 
こ
れ
等
事
業
費
に
対
す
る
、
 

一
 

費
こ
千
円
百
万
月
、
野
童
辰
員（
暗
功
負直
金
ま
一
千
八
百
六
十
む
か
え
、
昨
年
度
末
獲
得
し
た
『四
、
年
金
の
支
給
は
申
請
の
あ
 

費
に
三
＋
万
円
、
他
造
林
事
業
万
円
、
起
債
は
二
百
万
円
が
予
三
百
万
円
の
起
債
〔
運
転
資
金
 
つ
た
月
か
ら
で
す
か
ら
お
早
 

商
工
振
興
、
観
光
事
業
に
合
計
定
さ
れ
て
い
る
o
 

）
と
あ
い
ま
つ
て
、
会
計
面
で
 
く
手
続
し
き
下
さ
い
。
 

二
百
三
十
万
を
み
こ
ん
だo
 

二
、
水
道
事
業
 
も
よ
う

や
く
健
全
し
し
て
き
た
 

そ
の
他
徴
税
関
係
の
報
償
費
 
岩
木
川
水
源
工
事
女
業
は
完
 
六
、

予
 
算
 

産
業
経
済
費
で
は
総
計
二
千
み
こ
ん
で
い
る
。
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一
 

火
 

・

‘
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v
 

用

、
心
 

手
算
に
募
士
れ
た
『
今
与
度
て
い
る
‘
そ
の
他
洞
ル
翌
備
「
鵬
ケ
岡
小
増
築
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万
円
 
一
 

J

・

、
ー
《
・
一
 一
 
！
●
」
！一
一
 ・
ド《
》、
ノ
」重
予
鼻
一一
ぐ
 
超
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省
西
猫
は
紘
三
十
万
円
れ
な
く
申
詰
さ
れ
ま

の
事
業
に
つ
い
て
、款
毎
に
申
街
灯
費
に
予
算
が
廻
さ
れ
た
。
 三
好
中
増
改
築
 
一
七O
万
円
 
』
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」

卸
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一
一
“
m
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，
一
一
一
石
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刊
屈
う
〈Hv
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で
国

保
事
業
な
ら
び
に
、
予
防
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す

述
べ
て
み
た
い
。
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・
 の
宣
伝
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及
に
つ
とめ
る
。
 
一
、受
給
資
格
者
 

べ
て
み
た
い
。
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の
宣
伝
普
及
に
つ
と
め
る
。
 
一
、受
給
資
格
者
 

一
ー
噌
唯
縄
づ
旧
沈
」
叱
吻
日
 

馴
か
彰
慕

1
‘
ー
肩

忍

熟
紀
智
‘今
年度
昆
笥

釦

新
畿

備
り勢
瓢
難
一
一
袈
辞
 

J
・

1
ご
ー
ー
ご
」
巨

ト
こ
＞
」
1予
路
亡
 
扇

旨
普
及
知気

hl「
喬
恕
各

勲
熱

麓
穀
 

m婆
っ
て
注
射
を
う
け
ま
 

（
二
）
 
教
育

費
に
お
け
る
学
校
の
増
和
勧
語
永
輿
舞
 
；
“
 
ー
 

‘
r
 
r
 
 
‘
 
【
 
四
、

国
保
直
診
 
申

請
の
と
き
満
ー
ケ
年以
上
 
恒
ゆ
ゆ
鋤
か
世
睡
い
ゆ
ら
自
 

消
防
費
に
お
い
て
は
、
二
百
改
築
に
三
千
余
万
円
を
計
上
し
ー
I
ー
ノ
i
三
、
〇
四
七
万
円
 

ー
 
一
 
投
 
へ

本
 
汁
 
を
 
余
 

く
・
ー
 

市
立
病
院
も
、
昨
年
慶
中
に
 
青
春
県
に
居
住
し
且
つ
満
八
 
分
の
負
担
も
非
常
に
大
き
く
 

ー
 
一
 
投
 
八

A
 
計
 

を
 
余
 

く
・
ー
 
市
立

病
院
も
、
昨
年
慶
中
に
 
青
森
県
に
居
住
し
且
つ
満
八
 
分
の
負
担
も
非
常
に
大
き
く
 

一
、注
射
を
う
け
な
い
と
豚
小
 

せ
う
。
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163・858 
2046・800 

18・510・886 
2557・000 
I叫50・000 

300・238・029 
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【
  

ア
 

大
 

の
 

念
 

記
 

併
 

合
 

式
辞
を
述
べ
 
る
外
時
市
長
 

経
過

報
告

を
す
る

小

栗
山
三

郎

氏
 

ン‘一津編ら●多’ 

麟
 
逮
 

麟
・つ
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一
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一
  
可
曲
部

落

本
市

編
入

祝
賀

式
挙

行

風

景
 

と
し
て
生
れ
た
都
市
で
あ
る
。
平
野
の
開
拓
に
よ
つ
て
、
現
市

合
併
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け

も
し
岩
木
川
が
な
か
つ
た
な
ら

街
地
の
急
げ
き
な
発
展
を
み
、
 で
も
、
今
年
度
に
お
け
る
当
市

こ
a
J
う
カ
多
，
る
ー
 
君
力

旺
用
一
「
寸
力今
十
月

一
日
の
「m
の
発
犀
は
な
に
か
し
ら
明
る
い

か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
制
施
行
以
来
、
毘
沙
門
、
長
冨
希
望
が
も
て
る
よ
う
だ
o
 

大
都
市
化
し
て
い
く
た
め
に
は

七
和
、
梅
田
，
中
泉
と
合
併
、
 
小
曲
地
区
の
み
な
さ
ま
 

市
街
地
が
、
川
を
は
さ
ん
で
構

い
ま
小
曲
の
合
併
に
よ
つ
て
、
 

よ
う
こ
そ
o
 

住
民

登
録
人
 
口
 

数
 

昭
和
三
十
三
年
四
月
末
日
現
在
 

但
し
外
国
人
を
除
く
 

人
 
口
 
世

帯
数
 

一
六
、
三
一
一
七
 

三
、
三
一
一
三

四
、
五
八
六
 
七
四
一
一

四
、
四
七
九
 

七
三
八

四
、
二
〇
三
 

七
一
九

四
、
O
O
八
 

六
九
九
 

三
、
五
三
七
 

五
五
O
 

三
、
四
七
八
 
五

三
一

三
、
三
六
八
 

五
四
四

二
、
ニ
〇
七
 
三
四

七
 

毘
沙
門
出
張
所
 
一

一
、〇
八
五
 
三

一
五

曲
 
五

一
一
一
 
七
五

計
 
四
八
、
．
七
九
九
 
八
、

五
八
三
 

・

昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
小
曲
合
併
 

合小 
区 

梅栄三中飯長七松五 

沫 好川詰橋和島雷区 
支支支支支支支支星 パ 
一一ーー一ー一一ーーー一一一一参ト 万 
EITEIrJ)rJJr所 Iり「 Iり「所所 

木
造
町
小
曲
地
区
が
、
去
る
四

月
」
日
を
も
つ
て
五
所
川
原
市

の
一
部
と
な
つ
た
。
 

小
曲
地
区
民
に
と
つ
て
は
三

年
目
、
い
な
、
数
十
年
来
の
夢

が
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が

旧
来
か
ら
の
当
市
民
に
と
つ
て
 

ー
もこ
の
上
の
な
い
喜
び
で
あ
る

日
本
は
勿
論
、
世
界
の
都
市
の

大
部
分
は
、
川
を
母
体
に
生
れ

た
と
い
つ
て
も
過
言
で
な
い
。
 

五
所
川
原
市
も
、
岩
木
川
を
母
 成

さ
れ
る
の
が
、
理
想
と
さ
れ

て
い
る
。
 

今
ま
で
の
五
所
川
原
市
は
、
 

岩
木
川
の
一
岸
だ
け
の
び
て
き

た
都
市
で
あ
つ
た
が
、
小
曲
に

よ
つ
て
、
川
を
は
さ
ん
で
、
の

び
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
あ

る
。
 

五
所
川
原
市
の
歴
史
は
古
い

文
書
に
表
わ
れ
た
最
古
の
も
の

は
、
七
百
年
前
の
飯
詰
地
区
の

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
、
津
軽
 人

口
四
万
八
千
五
百
の
市
に
な

つ
た
。
 

昨
今
天
然
ガ
ス
開
発
が
、
当

市
の
一
部
で
な
さ
れ
る
よ
う
、
 

予
算
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
 

、
こ
の
ガ
ス
の
開
発
が
う
ま
く

進
ん
だ
場
合
、
中
央
の
化
学
会

社
の
進
出
が
約
東
さ
れ
て
お
り

大
工
場
建
設
も
夢
で
な
く
な
つ

て
こ
よ
う
。
 

こ
の
ガ
ス
開
発
の
年
度
の
最

初
の
日
に
あ
た
る
四
月
一
日
に
 編

入
さ
れ
た
こ
と
は
、
吾
女
市

民
は
勿
論
、
部
落
民
に
い
た
つ

て
は
、
正
し
く
、
部
落
初
ま
つ

て
以
来
の
お
目
出
度
で
あ
り
、
 

苦
斗
の
後
に
な
し
得
た
喜
び
が

ど
の
顔
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る

時
折
、
天
高
く
、
響
く
爆
竹
の

音
は
合
併
を
祝
福
す
る
か
の
如

く
、
祝
賀
に
ふ
さ
わ
し
い
気
分

を
呈
し
た
。
 

準
備
万
端
整
つ
た
式
場
（
佐

藤
秀
雄
氏
宅
）
で
は
早
朝
ょ
り

み
ん
な
浮
き
・ノ
、
『
お
ら
が
市

長
』
の
お
出
ま
し
を
待
つ
て
い

る
。
 

定
刻
前
ょ
り
部
落
の
老
若
男

女
こ
の
日
ば
か
り
は
と
最
高
の

盛
装
を
こ
ら
し
、
留
守
番
は
猫

に
ま
か
せ
て
式
場
へ
集
る
。
 

時
を
同
じ
く
し
て
、
五
中
の

プ
ラ
ス
パ
ン
ド
が
歩
武
堂
々
と

入
場
、
小
曲
在
住
の
小
中
学
生

の
旗
行
列
の
波
も
無
心
の
う
ち

に
も
市
民
と
な
つ
た
悦
び
を
語
 

ど
の
顔
も
吾
が
子
に
 

見
え
 
る
 
旗
 
の
 波
 

ー
 

一
方
丸
五
の
新
し
い
幹
天
を

着
た
消
防
団
員
も
、
清
掃
完
く

な
つ
た
式
場
で
新
兵
さ
ん
の
よ

う
な
緊
張
し
た
顔
で
お
偉
方
を

待
つ
て
い
る
。
市
議
名
士
、
木

造
町
側
と
、
こ
の
日
ば
か
り
は

呉
越
同
舟
と
云
つ
た
明
る
い
顔

で
や
つ
て
来
る
。
 

ー
 

い
 
う
 
な
 
ら
 
ば
 

愛
市
の
ニ
字
に
与
野
党
 

定
刻
を
告
げ
る
爆
竹
と
と
も

に
厳
か
に
開
式
陳
告
、
分
町
に

三
年
有
余
家
業
を
忘
れ
て
奔
走

し
た
最
高
功
労
者
、
小
栗
山
11一

郎
氏
よ
り
苦
斗
の
後
を
物
語
る

経
過
報
告
が
静
粛
の
中
に
行
わ

れ
た
。
 

宿
願
が
成
つ
て
 

男

の
涙

を
見
 

続
い
て
、
外
崎
市
長
の
相
も
変

ら
ぬ
名
調
子
の
式
辞
が
行
わ
れ

本
市
の
モ
ツ
ト
ー
と
す
る
と
こ

ろ
は
先
づ
親
孝
行
で
あ
る
と
力

説
し
、
深
い
印
象
を
与
え
た
。
 

孝
行
を
脱
く
市
長
 

さ
ん
慈
父
の
よ
う
 

続
い
て
合
併
に
最
し
功
労
の
あ

つ
た
小
栗
山
三
郎
佐
藤
秀
雄
の

両
氏
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
 

感
謝
状
年
に
似
合
ぬ
 

手
 
が
 ふ
 る
 
え

、
 

終
つ
て
木
造
町
長
（
助
役
代
理
）
 

の
挨
拶
あ
り
、
五
警
藤
田
署
長

木
造
町
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ

り
、
部
落
代
表
佐
藤
秀
雄
氏
の

答
辞
に
移
つ
た
。
か
く
て
、
滞

り
な
く
式
は
終
り
、
祝
賀
の
宴

に
入
つ
た
、
 

日
頃
、
謹
厳
そ
の
も
の
、
市

長
を
は
じ
め
名
士
も
、
こ
の
日

ば
か
り
は
部
落
民
の
サ
ー
ビ
ス

役
を
買
つ
て
、
ぢ
さ
ま
、
ば
さ

ま
に
愛
矯
を
振
り
ま
く
。
ま
こ

と
和
や
か
な
会
場
風
景
 
。
 

お
酌
す
る
市
長
へ
 

固
 
い
 
膝
 
頭
 

】
方
野
外
で
は
本
市
御
自
慢
の

浅
井
の
獅
子
舞
が
行
わ
れ
、
終

つ
て
特
に
市
の
胆
入
り
で
、
津

軽
民
謡
が
催
さ
れ
た
。
酔
う
ほ

ど
に
飛
入
り
熱
演
の
部
落
民
も

出
終
始
笑
い
の
中
に
た
の
し
く

一
日
を
過
し
た
。
 

記
事
中
川
柳
は
総
務
課
長
 

④
い
よ
！く
、
昭
和
三
十
四
年
一

月
一
日
か
ら
、
取
引
に
使
わ

れ
る
計
量
単
位
は
、
メ
ー
ト

ル
法
一
本
に
統
一
さ
れ
ま
す

今
年
の
十
ニ
月
三
十
一
日
ま

で
は
ク
い
ま
ま
で
ど
お
り
に

尺
貫
法
や
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド
法

を
使
つ
て
も
さ
し
つ
か
え
な

い
ク
と
い
う
と
と
に
な
つ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
期
限
も
い

よ
ノ
、
、迫
つ
て
来
た
訳
で
す
 

⑥
市
で
は
、
来
年
の
一
月
一
日

が
来
た
と
き
に
は
、
も
う
、
 

あ
ら
ゆ
る
計
量
単
位
が
「
メ
 

ー
ト
ル
法
」
 
へ切
り
替
え
を

終
つ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と

を
目
標
に
、
体
制
を
す
つ
か

り
と
と
え
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

残
さ
れ
た
期
間
を
有
効
に
い

か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
、
で
き

る
限
り
の
お
骨
折
り
と
積
極

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
，
 

③
目
 
標
 

特
別
な
も
の
を
除
い
て
、
来

る
九
月
三
十
日
ま
で
に
必
要

な
体
制
を
と
と
の
え
、
十
月

一
日
か
ら
、全
市
的
に
「
メ
 

ー
ト
ル
法
」
に
切
り
替
え
て

昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か

ら
の
『
メ
ー
ト
ル
法
』
 
へ
の

統
一
が
円
滑
に
ゆ
く
よ
う
に

し
ま
す
。
 

切
り
替
え
の
困
難
な
も
の
は

お
そ
く
と
も
今
年
の
十
二
月

末
日
ま
で
に
、
定
め
ら
れ
た

期
日
か
ら
の
統
一
に
さ
し
さ

わ
り
の
な
い
ょ
う
体
制
を
と

と
の
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

③
実
施
要
領
 

（
一
〕
 
市
と
関係
機
関
は
、
 

五
月
末
日
ま
で
に
必
要
な

体
制
を
と
と
の
え
「
メ
ー
 

ト
ル
法
』
 
への
切
り
替
え

を
卒
先
し
て
お
こ
な
い
ま

す
。
 

（
一
一
）
 業
者
と
消
費
者
の
方

国
と
県
の
計
画
の
ほ
か
、
 

市
で
は
次
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。
 

①
「
メ
ー
ト
ル
法
実
行
準
 

備
会
』
を
つ
く
つ
て
仕
事

を
す
す
め
、
ま
た
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
 

①
六
月
七
日
の
計
量
記
念

日
を
中
心
に
、
 『
メ
ー
ト

ル
法
使
用
強
調
週
間
』
を

設
け
ま
す
。
 

こ
の
週
間
中
に
、
業
種
ご

と
に
モ
デ
ル
店
を
選
足
し

て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
 

「
メ
ー
ト
ル
法
』
 
へ
の切

り
替
え
も
す
す
め
ま
す
。
 

③
九
月
下
旬
に
町
内
と
市

内
の
「
メ
ー
ト
ル
法
実
行

優
良
店
」
を
選
ぷ
投
票
を

消
費
者
の
方
に
お
こ
な
つ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

④
『
メ
ー
ト
ル
法
』
 の
換

算
表
を
、
市
の
広
報
を
通

じ
て
、
毎
戸
に
配
布
し
ま

す
。
 

⑥
業
者
の
方
に
つ
い
て
 

（
イ
）
 県
の
係
官
を
講
師
と

し
て
、
五
月
中
旬
頃
に
業

種
ご
と
の
脱
明
会
を
開
き

ま
す
。
 

（
ロ
）
 
『
計
量
器
定
期
検
査
」
 

を
五
月
十
九
日
か
ら
五
月

二
十
七
日
ま
で
の
間
に

お
こ
な
い
ま
す
 

非
メ
ー
ト
ル
系
計
量
器
を

メ
ー
外
ル
系
計
量
器
に
切

り
替
え
る
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
 

（
ハ
）
 
経
営
者
み
な
さ
んの

従
業
員
に
た
い
す
る
ご
指
 

導
を
強
め
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

⑥
消
費
者
の
方
に
つ
い
て
 

（
イ
）
学生
、
生
徒
の
み
な
さ

ん
が
、
日
常
的
に
有
力
な

宜
伝
、
啓
蒙
の
働
き
手
と

な
る
ょ
う
、
市
内
各
学
校

の
積
極
的
な
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

（
ロ
）
 
団
員の
み
な
さ
ん
が

職
場
、
家
庭
等
で
日
常
的

に
、
有
力
な
推
進
者
と
な

る
よ
う
、
市
内
青
年
、
婦

人
団
体
の
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

（
ハ
）
 
『メ

1
ト
ル
法
使

用
強
調
週
間
」
中
と
、
 

八
月
下
旬
頃
に
座
談
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。
 

③
そ
の

他
 

①
こ
の
計
画
は
事
情
に
よ
つ

て
変
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
時
は
ま
た
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。
 

①
『
メ
ー
ト
ル
法
」
 
へ
の切

り
替
え
に
つ
い
て
、
お
わ

か
り
に
な
ら
ぬ
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
何
時
で
も
市

役
所
農
林
商
工
課
に
、
お

問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。
 

③
こ
の
あ
と
も
、
市
の
広
報

を
通
じ
て
、
 「
メ
ー
ト
ル

法
』
切
り
替
え
に
つ
い
て

の
ご
質
問
や
回
答
、
あ
る

い
は
解
脱
を
の
せ
る
つ
も

り
で
す
。
 

小
曲
地
顧
の
合
併
成
ろ
ク

・
 

大
五
所
川
原
市
建
設

（
の
第

一
歩

？
・
 

小
曲
部落
が
根
強く
分町
運
動一
を続け
て来
た甲
斐
が
あつ
て
一
四月
一
日か
ら正
式
に本市
に
脚
乞
山る
り
 
ー
 
ー
？
・
・
注

m
渡
鯉
い
 

補
佐
長
沢
典
三
氏
 

メ
ー
ト
ル
法
へ
の
切
り
替
の
た
め
に
 

来
る
十

月
一

日
か
ら
 

全

市

て
 
メ
ー
ト
 

ル
法
実

施
 



日
 

に
ノ
 

。
乙
 昭

和
3
3
年5月

 
3
3
 

私
の
立

場
か
ら
 

望
激
慮
姦
 長
 
尾
 
勝
 
義
 

映
写

技
術
の
 

免
許
試
稔
合
洛
者
 

先
般
仙
台
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ソ

タ
ー
か
ら
市
公
民
舘
へ
寄
贈
に

な
つ
た
一
六
ミ
リ
映
写
機
の
映

写
技
術
免
許
試
験
の
結
果
次
の

十
八
名
が
合
格
と
決
つ
た
。
 

昭文定昭柾正良幸
市夫夫夫吉清一雄 

藤土沢菊清其木加
元岐田池野田村藤 

邦義忠三政 清正
衛信勝郎弘漸勝次 

工葛小鈴工長寺大
藤西島木藤内田阪 

か
ね
が
 
な
 
う
 
わ
 
た
 る
 

学
校
鰍
叔
気
』細
蒜
知
蕊
の

鐘
 

よ
い
市
民
と
な
る
青
少
年
の
た
め
の
か
ね
の
音
 

朝
七

時
の
 
か
ね

は
 

今
日
も
明
る
い
心
で
努
め
様
と
心
を
む
け
る
か
ね
 

晩
八

時
の
 
か

ね
 
は
 

こ
 ん
 
な
 
子
 は
 
い
 
ま
せ
ん
か

の
 
か
ね
 

う

ち
 
に
 か

え
ら

な
 
い
 
で
い
る子

そ
と

で
あ

そ

び
ま

わ
つ
て

い
る

子

ふ
し
あ
わ
せ
で
、
 
こ
ま
つ
ー
て

い
る
子

わ
 
る
 
い
 
こ
 
と
 
を
 
し
 
た
 
子
 

大
人
は
か
ね
の
な
る
度
に
児
童
憲
章
の
次
の
条
項
を
子
供

の
た
め
に
考
え
ょ
う
。
 

］
、
す
ぺ
て
の
児
童
は
心
身
と
も
に
健
や
か
に
う
ま
れ
、
育
て
ら
れ
、
 

そ
の
生
活
は
保
障
さ
れ
る
。
 

九
、
す
ぺ
て
の
児
童
は
、
ょ
い
遊
び
場
と
文
化
財
を
用
意
さ
れ
わ
る
い

環
境
か
ら
ま
も
ら
れ
る
。
 

造
い慧
務
搬
鐘
畿
離
麓
詔
難
紗
総
嘱
 

五
 
所
 

川
 
原
 

市

五
所
川
原
市
青
少
年
問
題
協
議
会
 

ね
 

ユ
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昭和33年度北部地城施行事業第2年目（予定） 

5・ 土地整備事業（排水） 

・6・ 融資単独事業（農業倉庫） 

（耕転機） 

7・ 種 粗 催 芽 所 

設

所
所
 

自給 養豚 施 設 

同
荷
 

共

共
集
 

ハ
 

“
 
加
 
.
 
.
 

q
】
 
4
'
 

共
同
 
養
漁
 
施
 
設
 

施

業
蔵
 

漁

作
貯
 

所
所
 

所
所
 

所
 
棟
 
台
 所
 

ケ
 
ケ
 ケ
 
ケ
 
ケ
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昭和33年度五所川原地城（七和小曲を含む） 

施行事業第 I 年目 〔予 定） 

所

所

所
所
所
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ケ
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850 万円 

所
 
所
所

槽
設
 

蔵
 

業

貯
芽
 

作
荷

催
 
水
 

集
 

同
 
訂
 
籾
 

事 放送 施 設

道 改 修 

以上事業費 
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貯
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―
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ケ
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果樹園経営改善施設 

共 同 作 業 所 

種 籾 催 芽 所 

融資単独事業 （耕転機） 

以上事業費 	I200万円 

昭和32年度北部地城施行事業第~年目（完成） 
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昭和3~年度東部地城施行事業第~年目（完成） 

昭和32年度東部地城施行事業第2年目 （完成） 
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広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

務
処
理
に
当
る
態
勢
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し
微

力
に
鞭
打
ち
つ
、
、
職
場
を
守

つ
て
居
り
ま
す
。
 

然
か
し
実
際
机
に
向
つ
て
仕

事
を
し
て
見
ま
す
と
そ
の
根
本

の
信
念
が
大
ゆ
れ
に
ゆ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

例
へ
ば
自
転
寧
を
例
に
取
り

ま
す
と
、
督
促
状
を
川
し
て
も

納
付
し
て
頂
か
な
い
家
庭
に
行

つ
て
見
ま
す
と
、
去
年
取
り
こ

ぼ
し
を
し
た
と
か
、
他
人
に
ゆ

づ
つ
た
と
か
で
自
転
軍
は
な
く

当
方
で
散
々
お
叱
り
を
受
け
て
 

農
家

の
方
々
が
安
心
し
て
働
く
 
一
小
作
人
が
が
理
由
も
な
く
小
作

た
め
に
日
頃
知
つ
て
お
か
ね
ば
 
料
を
た
め
て
納
め
な
か
つ
た
り

な
ら
な
い
農
地
法
を
掲
載
致
し
  小
作
人
が
そ
の
小
作
地
を
返
し
 

ま
す
。
 

て
も
暮
し
に
困
ら
ず
地
主
が
自
 

作
し
て
も
立
派
に
耕
作
で
き
る
 

①
小

作

料
は
お

金
て
  

と
か
い
う
よ
う
な
場
合
で
な
け
 

小
作
料
は
必
ず
お
金
で
納
め
る
 

れ
て
い
ま
す
。
小
作
料
は
農
業

委
員
会
が
小
作
地
ご
と
に
地
味
 

よ
う
に
、

農
地
法
で
、

定
め
ら
 
れ

ば
知
事
は
許
可
で
き
ま
せ
ん
 

と
云
う
農
地
法
の
強
い
と
り
き

め
で
す
。
 

こ
れ
は
耕
作
者
の
地
位
を
守
る
 

な
ど
を
調
ぺ
て
き
め
、
知
事
が

認
め
た
金
額
で
す
。
田
の
最
高

額
が

一
、
四
一
〇
円
最
低
額
が

五
七
〇
円
畑
は
最
高
額
が
八
六

一
円
最
低
額
が
三

一
五
円
と
き

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
額
を
越
え
て
小
作
料
を

取
つ
た
り
、
金
の
か
わ
り
に
、
 

お
米
や
そ
の
他
の
も
の
で
受
取

る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
 小

作
地
の
無
許

②
可

取
上
げ
は
て

き
ま
せ
ん
 

地
主
が
小
作
地
を
返
し
て
貰
う

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
小
作
人
と
話

し
合
つ
て
勝
手
に
小
作
地
を
取

上
げ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
 

税
務
課
長
に
任
命
せ
ら
れ
た
の
一
休
憩
、終
業
等
は
型
に
は
ま
り

が
三
〇
年
十
一
月
四
日
、
固
定
．地
方
公
共
団
体
の
権
威
と
尊
厳

資
産
評
価
員
に
選
任
せ
ら
れ
た

を
保
持
し
て
参
り
度
い
も
の
だ

の
が
三
一
年
一
月
一
日
、
こ
の
と
心
に
決

め
ま
し
た
。
税
務
行

机
に
座
つ
て
か
ら
満
二
年
六
ケ

政
は
全
く
の
素
人
で
あ
り
こ
の

月
が
洗
れ
た
こ
と
に
な
る
。
 

大
任
を
ど
う
し
て
遂
行
す
る
か

総
務
課
長
の
職
資
か
ら
税
務
な
や
み
も
致
し

ま
し
た
。
 

行
政
へ
、
市
長
さ
ん
の
御
期
待
 
素
人
な
が
ら

税
務
行
政
の
根

に
副
い
度
い
、
先
任
者
平
川
現
本
は

適
正
な
課
税
を
す
る
こ
と

収
入
役
の
打
樹
て
た
業
績
を
汚
と
賦
課
し

た
全
額
を
完
全
徴
収

し
た
く
な
い
、
市
ロ
一
 た
め
に

す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
し
た
。
 

努
力
し
た
い
も
の
だ
と
念
願
致
今
で
も

そ
の
信
念
で
や
つ
て
居
 

し
ま
し
た
。
 

り
ま
す
。
 

税
務
の
仕
事
を
す
る
も
の
も
 

そ
の
た
め
に
は
先
づ
自
ら
を
 

地
方
公
務
員
に
変
り
な
く
始
業
み
が

き
課
が
一
致
団
結
し
て
事
 
 

ん
。
農
地
法
の
定
め
る
手
続
に

従
つ
て
一
定
の
期
間
内
に
耕
作

者
に
譲
り
渡
さ
な
い
場
合
に
は

国
が
そ
の
小
作
地
を
強
制
買
収

し
て
農
業
に
精
進
す
る
耕
作
者

に
、
こ
れ
を
売
渡
す
こ

と
に
な

つ
て
い
ま
す
。
又
国
か
ら
折
角

売
渡
さ
れ
た
農
地
を
許
可
な
く

他
人
に
貸
付
け
る
と
強
制
買
収
 

・

さ
れ
ま
す
。
 

在
村
地
主
の
小

⑦
作
地

超
過
は
買

収
さ
れ
ま
す
 特

別
助
成

地
域

に
指
定
 

田
園

都

市
（
一

歩

前
進
 

最
近
に
お
け
る

農
業
技
術
は
、
 昭
和
三
十
一
年

か
ら
五
ケ
年
に
地
域
に
区
分
し
計
画
を
樹
立
し

機
械
化
其
の
他
の
導
入
に
よ

つ
わ
た

つ
て
全
国
に
実
施
さ
れ
る
た

の
で
あ
る
が
、
さ
い
わ
い
農

て
著
し
い
進
歩
発
展
を
遂
げ
、
 
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
 

民
の
ご
協
力
に
よ
り

昭
和
三
十

国
際
的
に
は
食
糧
生
産

の
過
剰
 

こ
れ
か
ら
の
農
業
経
営
は
内
一
年

度
は

〔
飯
詰
、
長
橋
）
三

お
よ
び
価
格
の
下
落
傾
向
に
ょ

外
の
激
し
い
競
争
に
た
え
て
い
十
二
年

度
は
北
部
地
城
『
三
好

る
競
争
が
激
甚
化
し
て
お
り
、
 け
る
よ
う
に
適
地
適
産
を
一
層
中

川
、
毘
沙
門
）
が
特
別
助
成

ま
た
国
内
に
お
い
て
は
他
産
業

創
意
工
夫
し
、
生
産
費
の
軽
減
地
域

と
し
て
、
農
林
省
の
指
定

の
企
業
合
理
化
、
農
村
人
ロ

の

を
は
か
り
、
経
営
の
多
角
化
な
を

別
表
に
掲
げ
事
業
施
設
を
建

増
加
、
農
業
経
営
規
模
の
零
細

ど
強
靭
性
の
あ
る
経
営
形
体
と
設
し

た
結
果
着

々
そ
の
事
業
効

化
、
兼
業
依
存
度
の
増
大
か
ら

し
安
定
し
た
経
営
と
所
得
の
向
果
を

昇
揚
し
て
い
る
。
 

縮
少

へ
の
転
移
、
あ
る
い
は
町

上
を
は
か
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
 
昭
和
三

十
三
年
慶
は
五
所
川

村
合
併
の
促
進
等
、
農
村
を
め

る
が
、
農
地
改
革
後
に
お
け
る
原
地
城
即
ち

旧
五
所
川
原
、
松

ぐ
る
新
し
い
情
勢
に
対
処
し
て

統
計
が
示
し
零
細
な
農
家
個
々
島
、

栄
、
梅
沢
、
小
曲
、
七
和

農
家
経
営

の
安
定
と
生
活
の
向

の
力
を
も
つ
て
し
て
は
、
自
ら
が

指
定
地
域
と
し
て
予
定
さ
れ

上
を
ね
ら

い
と
す
る
自
主
的
な

限
界
が
あ
る
こ
と
に
立
脚
し
て
目

下
五
ケ
年
を

】
期
と
し
た
基

新
し
い
村
づ
く
り
を
促
進
す
る

五
所
川
原
市
は
田
園
都
市
建
設
本

計
画
並
び
に
年
度
実
施
計
画

た
め
に
『
新
農
山
漁
村
建
設
総

の
一
環
と
し
て
、
地
城
の
あ
ら
中

で
あ
り
ま
す
の
、
農
民
各
位

合
対
策
』
が
重
要
政
策
と
し
て
ゆ
る
条

件
を
勘
案
し
、
四
つ
の
の
】

層
の
ご
協
カ
を
願
い
ま
す
 

来
た
り
、
又
金
庫
へ
直
接
納
付

O
％
過
年
度
分
四

一
％
合
わ
せ
設
立

の
継
に
は
組
合
員
一
人
に
の

で
夫
に
な
ら
い
家
屋
に
於
て

し
た
家
庭
へ
納
付
依
頼
に
行

つ
て
八
〇
％
の
好
成
績
で
本
当
に
付
き
一
〇
〇

円
の
奨
励
金
を
交
は

相
当
の
償
却
を
見
て
あ
り
償

て
、
領
収
害
を
つ
き
田
さ
れ
‘

感
謝
に
堪
え
な
い
所
で
あ
り
ま
付
し

て
居
り
ま
す
。
又
組
合
を
却
資
産
に
あ

つ
て
は
限
度
額
三

之
又
散
々
お
叱
り
を
受
け
た
り

す
出
納
閉
鎖
の
五
月
三
十
】
日
通
じ

て
納
付
せ
ら
れ
た
額
の
百
万

円
か
ら
五
万
円
に
引
上
げ
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
o
 

ま
で
に
は
更
に
三
ー
四
％
向
上
分

の
ニ
の
事
務
費
の
補
助
を
し

致
し
ま
し
た
，
し
た
が
つ
て
特

自
転
車
の
場
合
は
届
出
で
し

す
る
も
の
と
考
え
て
居
り
ま
す
て
居

り
ま
す
、
設
立
の
事
に
つ
殊

の
地
城
、
個
人
を
除
い
て
は
 

一一
一
一

一
一
一

一一
一
一
一
一
一
一

一
「
一一麟
難
一一一
一
 

の
即
来
事
で
致
し
方
な
い
と
周
 

然
加
し
な
が
ら
苦
し
い
家
計
と
考

え
て
居
り
ま
す
。
 

と
略
々
同
様
で
あ
り
ま
す
。
 

申
す
も
の
の
、
御
迷
惑
を
お
か

の
中
か
ら
義
務
遂
行
の
た
め
に
 
昭
和
三
十
三
年
度
の
税
に

っ
 
私
共
と
し
ま
し
て
は
市
民
の

け
し
た
事
を
机
の
上
で
お
わ
び

完
納
し
て
頂
い
て
居
り
ま
す
多
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
市
民
税

皆
様
の
実
状
を
よ
く
勘
案
し
、
 

し
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。
お

く
の
市
民
の
た
め
に
も
強
行
せ
の

税
率
は
昨
年
庭
と
同
様
で
あ

少
し
で
も
税
金
を
低
く
す
る
よ

互
に
連
絡
を
密
に
し
て
双
方
心

ざ
る
を
得
な
い
私
共
の
立
場
も
り
、

農
業
所
得
が
相
当
下
廻
っ

う
市
長
か
ら
の
言
付
け
も
あ
り

を
と
け
合
つ
て
適
正
課
税
に
踏

御
諒
解
下
さ
れ
今
后
共
一
層
の
て
居
り

ま
す
の
で
、
実
際
に
賦

そ
の
様
に
取
り
計
ら
い
、
今
后

み
切
り
度
い
も
の
だ
と
考
え
て

お
力
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

課
さ
れ
る
の
は
昨
年
度
よ
り
小

に
於
え
て
も
そ
う
し
た
心
根
で

居
り
ま
す
。
 

現
在
市
に
は
五
四
の
納
税
貯
額
に

な
る
も
の
と
考
え
て
居
り

対
処
し
て
参
り
慶
い
と
考
え
て
 

徴
税
の
面
か
ら
見
ま
す
と
年

蓄
組
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
す
。
 

居
り
ま
す
。
 

A
そ
の
徴
収
率
が
向
上
し
三
月

I
く
、
多
く
の
組
合
が
設
立
さ
れ
 
固
定

資
産
税
の
土
地
は
政
府
 

三
十

一
日
現
在
で
現
年
度
分
九
る

こ
と
を
期
待
し
て
居
り
ま
す
の
指

示
価
格
が
若
干
上
昇
し
た
 

I
 

理
解
し

ま

・
しよ
う
 

）
働
く

農
民

め
た
め
の
農
地
法

（
 

小
作
地
の
あ
る
宙
町
甘
に
、
注

ん
で
い
る
地
主
で
も
一
定
面
積

を
越
え
て
い
る
小
作
地
は
、
国

が
買
収
す
る

こ
と
に
な
つ
て
い

ま
す
。
 

津
軽
地
方
で
は
 

一
町
三
反

南
部
地
方
で
は
 

一
町
五
反

を
こ
え
る
在
村
地
主
の
小
作
地

は
、
す
べ
て
買
収
さ
れ
る
こ
と

に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

自
作
農
資
は
金

⑧
農
家
の
ツ
ツ
カ

ィ
棒
 

ら
か
じ
め
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
 

立
派
な
田
畑
が
勝
手
に
ど
ん

ど
ん
潰
さ
れ
て
は
折
角
国
が
農

業
生
産
力
を
守
り
、
国
民
生
活

の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
お
金
を
使
つ
て
未
墾

地
を
切
り
開
い
た
り
干
拓
を
行

つ
た
り
し
て
い
る
努
力
も
無
駄

に
な
る
か
ら
で
す
c
 

⑥
離
纏
反
に
 

①
か
ら
④
ま
で
述
ぺ
た
よ
う
に

農
地
法
に
違
反
す
れ
ば
三
年
以

下
の
懲
役
、
十
万
円
以
下
の
罰

金
と
云
う
よ
う
な
重
い
罰
則
が

か
、
り
ま
す
。
 

ー
 

農
家
の
皆
さ
ん
 

農
地
法
を
よ
く
理
解
し

て
働
く
農
民
の
た
め
の

農
地
法
を
強
く
守
り
抜

き
ま
し
よ
う
 

ー
 

不
在
地
主
の
小

⑥
作
地
は
国
が
買

収
し
ま
す
 

居
住
地
外
の
市
町
村
に
、
小
作

地
を
持
つ
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
 

③
売
買
は
で
き
ま

せ
ん
 

農
地
を
売
買
し
た
り
、
無
償
で

譲
渡
す
る
に
は
あ
ら
か
じ
め
知

事
の
許
可
が
要
ケ
ま
す
。
 

た
と
い
金
を
払
い
農
地
の
引

渡
し
を
受
け
て
も
、
知
事
の
許

可
が
な
け
れ
ば
自
分
名
儀
の
登

記
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

農
地
の
潰
廃
は

④
許
可
が
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
 

住
宅
や
工
場
や
倉
庫
な
ど
を
建

て
る
た
め
に
、
自
分
の
農
地
を

潰
そ
う
と
す
る
時
や
、
他
人
の

農
地
を
買
つ
て
こ
の
よ
う
な
施

一設
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
あ
 

毘中三 

沙 

門川好 

気
騒
籍
編
誌
謀
峻
か
気“
競
難
零
 

昔
り
受
ナ
手
山
死こ
つ
い
て
ま
農
は

十
万
円
以
下
の
罰
金
を
う
け

業
委
員
会
に
相
談
し

て
下
さ
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

建
て
直
じ
を
計
ろ
“
と
h

か
か

」
け
し

』
の

栽

培

禁

止
 

合
ゃ
、
思
わ
ぬ
災
害
や
病
気
な
ふ

な
さ
ん
の
な
か
で
、
け
し
を

ど
の
た
め
大
切
な
田
畑
を
手
放
植

え
た
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
こ

の
け
し
は
、
あ

へ
ん
法
と
い

は
、
低
利
で
長
期
返
済
の
自
作
う

法
律
に
よ
り

一
般
の
方
々
が

農
維
持
創
設
資
金
貸
付
の
制
度
栽

培
す
る
こ
と
を
周
く
票
じ
て
 

を
ご
利
用
下
さ
い
。
 

い
ま
す
。
も
し
こ
の
法
律
に
違
 

す
で
に
け
し
の
密
作
を
発
見

さ
れ
て
、
そ
れ
相
当
の
罰
金
刑

に
処
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら

け
し
は
絶
対
に
栽
培
し
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

今
年
も
厳
重
に
取
締
る
方
針

で
あ
り
ま
す
か
ら
み
な
さ
ん
の

な
か
で
今
年
誤
つ
て
け
し
を
植

え
た
方
は
す
ぐ
抜
き
と
つ
て
花

を
咲
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。
 

、
頃
き
い
ナ
た
反
し

て
、
け
し
を
栽
培
し
ま
す
 

し
て
、
け
し
を
載
培
し
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護
り
を

見
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駆

潜

艇

で
陸

奥
湾

周
遊
ー
 

高婦青 

校人年 

生会団 

Ilヒ 
i 	i 

知nしおきましよう戸籍の制度 
一
 

農

事

普
及
だ

よ

り
 

市
内
を
三
部
に
わ
け
て
指
導
ノ
 

こ
の
程
五
所
川
原
地
区
農
業
改
良
普
及
所
で
は
農
家
の
便

宜
と
技
術
の
向
上
を
目
途
と
し
て
五
、
六
、
七
月
の
三
ケ

月
間
に
わ
た
り
次
の
通
り
農
事
相
談
所
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
つ
た
の
で
充
分
利
用
す
る
事
を
要
望
し
て
お
り
ま
す
 

定
例
日
 
東
 
部
 

南
 
部
 
北
 

部
 

月
曜
日
 
飯

詰
支
所
 

松
島
支
所
 
中

川
 
支
所

水
曜
日
 
長
橋
支
所
 

栄
支
所
 
三

好
 
農
協

金
曜
日
 

七
和
支
所
 

梅
沢
支
所
・
 
毘
沙
門
出
張
所
 

備
考
 
開
設
時
間
 
午
前
九
時
よ
り
午
后
一
時
ま
で
と
す
。
 

定
例
日
を
業
務
の
都
合
で
変
更
す
る
楊
合
は
前
も

つ
て
予
告
し
ま
す
。
 

尚
定
例
日
以
外
で
も
相
談
に
応
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か

ず
る
こ
と
に
な
つ
て
お
る
の
で
」ら
、
農
事
相
肢
所
の
利
用
は
勿

従
来
の
、
普
及
員
町
村
駐
在
制
論
で
す
が
、
更
に
同
志
に
よ
る
 

（
旧
町
村
一
名
配
蹴
）
が
中
地
農
事
研
究
会
の
結
成
な
り
、
部

区
制
（
地
区
全
城
）
に
変
り
ま
落
農
事
団
体
を
整
備
し
て
、
計

し
た
の
で
、
普
及
員
の
巡
回
活
画
的
に
会
合
を
も
開
い
て
普
及

動
を
な
る
ぺ
く
部
落
、
農
事
実
員
を
相
談
相
手
と
し
て
大
い
に

行
組
合
、
農
事
研
究
会
等
の
集
役
立
た
し
め
る
ょ
う
希
望
し
て

団
周
馴
叫
u
で
剖
及
の
徹
底
佐
決
り
ま
す
。
 

 

△
水
 

稲
 

①

津
新
鴨
苗
代

の
 

こ
の
と
と
に
つ
い
て
は
床
内
 

温
度
を
摂
氏
二
十
五
度
内
外

に
し
無
風
温
暖
の
日
は
極
力

外
気
に
あ
て
る
よ
う
に
す
る
 

D
 保
護
折
衷
苗
代
（
油
紙
 

ぐ
 
ポ
リ
ェ
チ
レ
ン
）
の
除
紙
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
苗
が

一
寸
五
分
位
に
な
り
本
葉

一

枚
半
の
と
き
に
除
紙
し
二
日

間
位
は
葉
先
が
チ
ョ
ツ
ト
出

る
位
深
水
に
す
る
。
 

③
龍
務
額
総
け
 

イ
ネ
ア
オ
ム
シ
、
イ
ネ
ハ
モ
 

‘
・グ
リ
パ
エ
、
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ

ム
シ
等
の
害
虫
が
五
月
十
五

日
前
笠
か
ら
発
生
し
て
来
ま
 

 

亡
長
男
 

孫
と
花

子
 
実

ー
 

新
戸
 

の
長
男
 

籍 

向
）
 

鳶
鷲
鰻
鷲
議
雛
謡
誤
聖
 

筆
頭
者
 
一
 
郎
 

義
太
郎

ー
 

花
 
子
ー
 

次
 
郎

ー
 

籍
 

戸
 

新
 

弟 母 父 

筆
頭
者
 

義
 
太
 
郎
 

妻
 

松
 
子
 

感
響
灘
鷲
鷺
舞
驚
難
 

篭
頭
者
 
一
 
郎

ー
 

母
 

花
 
子
ー
 

弟
 
次
 
郎
ー
 

 

新戸籍 

筆
頭

者
 

花
 
子
 

新戸籍 

筆
頭
者

太
 
郎
 

籍
 

戸
 

新
 

ラ
の
豚
化
ぞ
ろ
い
は
国
光
満

開
か
ら
十
二
、
三
日
目
で
あ

り
ま
す
。
 

④
 
人
工

交
配
 

麟
難
「
灘
 

で
湿
度
を
八
〇
％
以
下
に
す
 

髪
醜
験
袈
徽
萩
 

さ
い
。
 

⑥
 
早

期
摘
果
 

幼
果
は
落
花
七
日
ー
十
日
位

で
良
し
悪
し
が
わ
か
る
か
ら

早
目
に
実
行
す
る
 

△
畜
 

産
 

①
 
緬
羊
の
勇
毛
と
薬
浴
 

晴
天
の
日
を
選
び
な
る
べ
く

午
前
中
に
実
行
す
る
こ
と
。
 

ダ
ニ
や
シ
ラ
ミ
等
を
駆
除
し

毛
の
発
育
を
早
め
る
た
め
勇

毛
后
ニ
〇
日
位
の
晴
天
の
日

に
共
同
で
是
非
薬
浴
を
実
施

す
る
と
と
。
 

①
 
豚
 
コ
 
レ
ーフ
 

必
ら
ず
予
防
注
射
を
受
け
る

よ
う
に
す
る
 

③
 
鶏
コ
ク
ツ
ジ
ユ
ウ
ム
症
 

鶏
舎
内
外
を
ク
レ
オ
リ
ン
熱

湯
水
で
よ
く
消
毒
し
て
乾
燥

に
つ
と
め
ま
た
ズ
ル
フ
ア
ミ

ン
剤
を
飼
料
に
混
ぜ
て
飲
ま

せ
る
。
 

④
 
青
草
へ
の
切
替
 

急
激
に
切
替
す
る
こ
と
は
消

化
障
害
を
起
す
か
ら
徐

A
に

行
う
ょ
う
に
す
る
こ
と
。
 

布
す
る
。
第
一
回
目
の
産
卵
 
行
う
の
で
、
社
会
科
の
勉
強
 

は
国
光
の
落
花
后
五
日
目
頃
 
を
助
け
る
効
果
も
大
き
い
。
 

か
ら
始
ま
る
。
コ
ナ
カ
イ
ガ
二
、
お
金
の
出
所
は
、
都
会
地
 

戸
籍
改
制
に
つ
い
て
 

す
か
ら

D
D
T乳
剤
四
〇
o
 

…
五
〇
〇
倍
か

B
且

c
粉
剤

の
〇
、
五
…
一
、
〇
％
を
撤

布
す
る
 

△
り

ん
ご
 

①
 
葉
ク
サ
レ
病
 

見
つ
け
次
第
取
つ
て
深
く
穴

を
堀
り
埋
め
る
加
、
焼
き
捨

て
、
下
さ
い
。
 

②
 
ァ
カ
ダ
ニ
 

初
期
防
除
と
し
て
、
サ
ツ
ピ

ラ
ン
水
和
剤
ニ
、
〇
〇
O
倍
 

（
斗当
り
ニ
、
四
匁
）チ
デ
オ

ン
ー
、
O
〇
い
倍
（
斗
当
り

四
、．
八
匁
）
 ア
カ

1
ル
ー
、
 

〇
〇
〇
倍

（
斗当
り

一
勺

u
 

一
八
c
c
）
何
れ
で
も
よ
い

が
、
特
に
サ
ツ
ピ
ラ
ン
は
薬

害
の
出
る
こ
と
が
あ
る
か
ら

必
ら
ず
二
、
〇

O
〇
倍
ょ
り

濃
く
し
な
い
で
撒
布
す
る
こ

と
、
開
花
直
前
か
ら
落
花
直

後
ま
で
の
間
が
一
番
大
切
で

す
か
ら
注
意
す
る
。
 

③
 
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
虫
 

五
月
二
十
日
頃
ま
で
に

（
紅

玉
の
落
花
時
期
）
タ
ル
グ
ル

を
塗
り
、
 一
二
O
倍
サ
ン
ソ
 

ー
液
に
ニ
コ
チ
ン
八
O
〇
倍
 

（
斗当
り

一一
、二
勺
）を
加
え

幹
や
穴
な
ど
に
注
意
し
て
撒
 

『
こ
ども
銀
行
』
で
総
称
さ
れ

る
子
供
の
貯
蓄
機
構
が
生
れ
て

今
年
は
十
年
目
、
全
国
の
中
小

学
校
を
単
位
に
健
実
な
歩
み
を

続
け
、
昨
年
六
月
現
在
設
立
数

が
二
七
五
五
九
行
、
貯
金
者
数

は
、
八
八
六
八
O
O〇
人
、
貯

金
高
は
一
三
二
九
〇
O
O万
円
 

（
一
人当
り

一
五
三
三
円
）と

な
つ
て
い
る
。
」
年
前
に
比
べ

る
と
設
立
数
も
貯
金
者
数
も
幾

分
へ
つ
て
い
る
の
に
反
し
て
貯

金
高
は
九
億
円
余
り
も
ふ
え
て

い
る
。
毎
年
十
月
十
七
日
（
貯

蓄
の
日
）
に
優
良
こ
ど
も
銀
行

の
表
彰
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
 

郵
政
省
で
は
こ
め
う
ち
郵
便
局
 

（
一
 
）
 

 

こ
の
戸
籍
の
改
制
は
新
民
法

の
施
行
〔
昭
和
二
十
三
年
一
月

一
日
）
 と
同
時
に
行
わ
れ
る
べ

き
で
あ
つ
た
が
、
費
用
の
点
、
 

事
務
処
理
上
か
ら
、
 一
度
に
切

り
か
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本

年
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
改
制
に

と
り
か
、
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

（
一
 
一
 
）
  

こ
の
改
制
は
、
今
ま
で
の
家

族
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
戸
主
を
中
心
に
、
一
戸
毎
に

一
戸
籍
を
作
つ
て
、
戸
主
お
よ

び
、
そ
の
家
族
で
一
戸
籍
を
造

つ
て
い
ま
し
た
。
 

す
な
わ
ち
、
戸
主
を
筆
頭
に
、
 

妻
、
息
子
夫
婦
、
孫
ま
で
も
全

部
一
戸
籍
に
ま
と
め
『
家
族
』
 

を
単
位
と
し
て
い
た
も
の
を
『
 

夫
婦
』
を
中
心
に
、
新
し
く
切

り
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
 

〔

1
1
1
〕
 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今

迄
は
、
戸
籍
上
の
届
出
の
あ
つ
 
 

た
も
の
に
つ
い
て
は
改
め
て
い

ま
し
た
が
、
全
く
異
動
の
な
い

戸
籍
は
そ
の
ま
、
古
い
形
で
残

つ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
等
を
、
こ
の
度
全
部
書

替
え
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

こ
の
事
務
を
完
了
す
る
に
は

相
当
の
月
日
を
要
す
る
の
で
、
 

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

（
四
）
 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
改
・
め
ら

れ
る
か
例
を
あ
げ
て
説
明
い
た

し
ま
し
よ
う
。
 

別
記
の
よ
う
に
今
度
の
改
制
に

よ
つ
て
戸
籍
面
に
は
相
当
変
革

が
で
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
戸

籍
事
務
担
当
者
も
精
神
的
に
も

苦
労
が
あ
る
こ
と
、
思
わ
れ
ま

す
、
四
月
か
ら
は
就
職
や
、
就

学
、
そ
の
他
謄
抄
本
の
請
求
も

殺
到
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
あ
り
市

民
の
皆
様
の
心
か
ら
の
ご
理
解

と
ご
援
助
を
い
た
だ
き
こ
の
大

事
業
を
完
成
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

④
 
筆
頭
者
（
戸
主
）
妻
、
長
女
、
婿
養
子
、
孫
の
在
籍

す
る
戸
籍
は
長
女
が
筆
頭
者
と
な
り
。
婿
養
子
、
孫
の

三
人
の
戸
籍
が
作
ら
れ
ま
す
。
筆
頭
者
と
そ
の
妻
が
従

前
の
戸
籍
に
残
り
ま
す
。
 

戸 籍 

\
  

1
1
一
郎
 

＼
 
新
 

慮

軒
男
富
士夫
 

③
こ
の
場
合
松
子
が
筆
頭
者
で
あ
り
ま
す
が
三
郎
を

筆
頭
者
に
す
る
に
は
改
制
前
に
三
郎
を
筆
頭
者
と
す

る
申
出
の
旨
を
夫
婦
か
ら
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

⑥
 
筆
頭
者
（
戸
主
）
妻
、
孫
の
在
籍
す
る
戸
籍
は
年
令

を
問
わ
ず
孫
が
筆
頭
者
と
な
つ
て
単
独
で
戸
籍
が
作
ら

れ
ま
す
。
筆
頭
者
と
妻
は
従
前
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。
 

筆
頭
者
 
義
太
郎
 

妻
 
花
 
子
 

＼
 

毘
騒
太
郎
＼
 

⑥
 
筆
頭
者

a
F主
）
継
母

J妹
、
 （継
母
の
連
子
）
の

在
籍
す
る
戸
籍
は
継
母
が
筆
頭
者
と
な
り
妹
と
二
人
の

戸
籍
が
作
ら
れ
ま
す
。
筆
頭
者
は
従
前
の
ま
ま
と
な
り

ま
す
。
 

籍
頭
者
 
義
太
郎
 

継
毘
歎
松
子

＼

妹
維
昭
 

子
＼
 

①
 
筆
頭
者

a戸
主
）
妻
、
長
男
（
死
亡
）
二
男
、
婦
、
 

（
長
男
の
妻で
長
男
死
亡
後
ニ
男
と
再
婚
）
孫
（
二
男

の
長
男
）
孫
（
長
男
の
長
男
y
が
在
籍
す
る
戸
籍
で
は

二
男
が
笹
頭
者
と
な
り
婦
、
孫
（
ニ
男
の
長
男
）
e
「
一

人
の
戸
籍
と
な
り
孫
（
亡
長
男
の
長
男
）
が
筆
頭
者
と

な
り
単
独
で
戸
籍
が
作
ら
れ
ま
す
。
 

簾
頭
者
と
妻
は
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
。
 

籍
頭
者
 
義
太
郎
 

妻
 
松
 

子

長
 
男

（
死
亡
）
 

二
 
男
 
二
 
郎
→
 
戸
 

婦
 

I
一

花
 
わ
＼
＼
 

新
 

\
 
 

轟
鐘
眺

清
＼
 

麟
懇
競
鰭
議
鷲
麟
 

鷺
雛
詳
講

疑
繰

等
判
所
の
許
可を
受
 

か
ね
て
外
崎
市
長
が
海
上
自
衛

隊
大
湊
地
方
総
監
赤
堀
海
将
補

に
要
請
し
て
い
た
、
海
事
思
想

普
及
の
た
め
の
経
験
航
海
は
陽

春
う
ら
、
か
な
五
月
十
日
、
青

年
団
婦
人
会
、
高
校
等
参
加
者

百
十
数
名
が
朝
八
時
特
別
パ
ス

に
て
市
長
の
見
送
り
を
う
け
て

出
発
し
た
。
そ
の
日
の
青
森
湾

は
、
ま
さ
に
胃
】
色
の
好
天
気
 に

恵
ま
れ
、
恰
も
吾
々
の
来
青

を
迎
え
る
如
く
波
一
つ
な
い
水

平
線
を
描
い
て
い
た
。
 

駆
潜
艇
司
令
皆
川
忠
、
 一
佐

外
二
名
へ
、
五
所
川
原
市
青
年

団
協
議
会
長
松
山
与
七
郎
氏
、
 

五
所
川
原
市
婦
人
会
会
長
永
井

か
つ
さ
ん
、
五
高
定
制
高
校
原

主
事
よ
り
、
夫
々
花
東
が
お
く

ら
れ
、
つ
い
で
、
自
衛
隊
係
員
 よ

り
舟
艇
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
脱
明
が
あ
つ
た
。
 

続
い
て
、
舟
艇
つ
ば
め
、
み

さ
ご
か
も
め
に
夫
々
分
乗
約
二

時
間
に
亘
り
一
日
隊
員
の
気
分

に
浸
り
な
が
ら
、
意
義
あ
る
時

を
過
し
た
。
 

（
博
緩
難
鶏
撃
 

へ
預
け
て
い
る
も
の
、
い
わ
ゆ

る
こ
ど
も
郵
便
局
の
中
か
ら
模

範
的
な
も
の
を
選
び
五
月
二
日

の
郵
便
貯
金
創
業
記
念
日
に
表

彰
す
る
の
が
例
で
、
今
年
も
代

表
を
東
京
へ
招
い
て
中
央
表
彰

を
す
る
十
年
た
つ
た
こ
ど
も
郵

便
局
に
つ
い
て
郵
政
省
貯
金
局

で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
、
 

一穏
離
畿
踏
簾
、
 

貯
金
者
の
数
は

一
六
〇万
人

貯
金
高
は
四
人
億
円
に
上
つ
 

て
い
る
。
子
供
達
が
お
金
の

大
切
な
こ
と
を
却
ら
ず
知
ら

ヂ
山
見・
え
る
と
とも
に
『
仕
申

の
一
切
を
子
供
自
身
の
手
で
 

 

の
節
約
に
よ
る
も
の
が
多
い

が
農
山
漁
村
で
は
色
々
の
手
 

「
 で
は
家
で
貰
つ
た
お
小
遣
い
 

 

伝
い
な
ど
勤
労
し
て
得
た
も
 

の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
 

ま
た
、
む
だ
使
い
を
し
な
く
な
 

 

 

な
つ
た
と
か
、
算
数
や
ソ
ロ
パ

ン
が
め
き
ノ‘
、上
達
し
て
き
た
 

一つ
て
性
格
が
目
立
つ
て
質
実
に
 

 

  

一と
か
い
う
例
は
極
め
て
多
い
・
 

こ
ん
な
に
貯
ュ
た
子
供
銀
行
 

残
り
ま
す
。
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子
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筆
頭
者
 
義
太
郎
 

妻
 

花
 
子
 

長
 
女
 
松
 
子
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婿
養
子
 
三
 
郎
 
／
 

筆
頭
者
 

松
 
子
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